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私はテコア会２０周年と４０周年に、そ 

れぞれ「聖書と私」「無教会と私」（のちに 

「無教会-私の場合」『無教会』第3号所収）  

と題して小文を寄せた。そこで今回の５０ 

周年に当たっては、表記の題をもってテコ 

ア会を、自分史的にとでもいう形で、振り 

返ってみたいと思う。 

 

１．教会か、キリスト教か 

 

テコア会５０周年に当たって、私は当番 

日の２００６年７月２日と９月３日の２回 

の日曜集会において、山本泰次郎先生のテ 

コア聖書集会開講講演「キリスト教はどの 

ようにして始まったか」（１９５６年９月 

２日、武藤陽一筆記・孔版印刷、のちに  

『キリスト教の第一日』として牧歌社より 

出版、59年）を講読、解説した。私なりの 

記念と感謝のしるしであつた。 

 これまでに何度となく読んだが、読めば 

読む程この講演は衝撃的である。いつもそ 

うであるように、ここでも先生の物事のと 

らえ方が根元的
ラ デ ィ カ ル

であるからだろう。先生は 

「まえおき」として開口一番「教会か、キ 

リスト教か」と問い、以下のように言われ 

る。「問題は結局二つであります。一つは 

教会という問題、もう一つはキリスト教と 

いう問題であります。キリスト教という言 

葉はむしろキリストと言ったほうがよいの 

ですが、かりにキリスト教と申します。問 

題はこの二つに分かれます。教会の問題に 

専念するか、それとも教会の問題を忘れて、 

あるいはすてて、キリスト教に専念するか。 

私どもの信仰にはこの二つの行きかたがあ 

るだけです。これ以外にはまず問題はあり 

 

ません。これがキリスト教の問題でありま 

して、キリスト教始まって以来の問題であ 

ると思います。」 

そして先生は自らこれに答えて、「教会 

の問題を忘れて、あるいはすてて」、「キリ 

スト教に専念する」ことの重要性（恵み） 

を諄々と、かつ切々と説かれるのである。 

「教会、無教会以前にもっと重大な問題が 

あるのです。私どもの贖罪の問題、聖霊の 

問題、愛の問題、永遠の生命の問題、その 

問題をまず解決しない限り、私どもの本当 

の救いは有り得ないと思います」「キリス 

トの生命に生きる問題こそ根本の問題で、 

この間題を解決いたしますれば、あと ( 教 

会）の問題は自然に、誰にでも、解決しよ 

うと思えばできますし、別に解決しなくと 

もすむのであります。」 

 しかも先生は、さらに進んで次のような 

洞察と同情に満ちた言葉を添えられる 。 

「教会、無教会以前の問題だけで生きてい 

くことは、これはなかなか困難なことであ 

ります。もし私どもが選ばれてそういう立 

場に立たされ、そういう生きかたをしなけ 

ればならぬような信仰を与えられましたな 

らば、私どもは本当に感謝してよろしいの 

であります。私もそういう信仰を与えられ 

て、今日までとにも角にもやって来たこと 

を感謝しております。」 

 そうして以下のように「まえおき」を結 

ばれる。「この道は困難の多い、歩くに決 

してやさしい道ではありません。しかしな 

がら、歩き甲斐のある、生き甲斐のある道 

であります。今後皆様が二十年三十年此の 

道をお歩きになってごらんになれば、たぶ 

ん私が今日申しあげたことをご諒解願える 

テコア会と私 
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と思うのであります。」 

 （このあと先生は、使徒言行録２章をテ 

キストに、五旬節の出来事を逐一講解され 

たが、ここでは一切省略する。） 

 

いま「テコア聖書集会」５０年を顧みて、 

私はまず、この開講講演をして下さった山 

本先生に対して、「先生、私ども＜とにも 

角にも＞＜此の道を歩いて＞まいりました。 

先生の言われた通り、此の道こそが＜生き 

甲斐のある道＞であると＜諒解＞し、感謝 

と喜びに溢れています」と、報告申しあげ 

たい。 

 もちろん、＜此の道が困難の多い、歩く 

に決してやさしい道でない＞ことは、私ど 

ものよく＜諒解＞したところであった。私 

どもはしばしば躓き、倒れ、あるいは横道 

にそれ、しっかり歩いたとは到底言い難い。 

その道の跡はみすぼらしく、５０年も歩い 

たという跡を示すべき何ものもない。しか 

し、ただ主の信実と恵みによって、＜とに 

も角にも＞＜教会の問題をすてて＞とまで 

いかずとも＜忘れて＞、「キリスト教に専念 

する」集まりを続けてきたことは確かであ 

る。何はなくとも、それだけはあった、い 

や、非力非才の私どもにはそれ以外に道は 

なかった、と言うべきであろう。だからこ 

そ、私どもは「教会の問題」もろもろに煩 

わされること少なく、集まれば、語り合え 

ば、行動する折あれば、常に「キリスト教 

の問題」のみでやってくることができたの 

である。幸いなことであった。 

 （なお付言すれば、山本先生の「教会か、 

キリスト教か」という問いは、いまの私  

（そして恐らく多くの友人たち）の問題意 

識では、むしろ「キリスト教か、福音か」 

と言いかえた方がわかりやすいかも知れな 

い。） 

 個人的には、とくに後半の２０年間、友 

人たちの聖書講話を聴くことができて、実 

に多くのことを学び、福音の慰めと信仰の 

励ましを頒ち与えられてきたこと、そして 

５０年の間に「出会った」多くのテコア教 

友たちの、とりわけ「教会」離脱以来の最 

も古い同志である（９７歳にしてなおかく 

しゃくたる）奥平富士子さんの、主に在る 

ご厚誼に対して、心から感謝申し上げます。 

 

〔付〕伝道と集会 

宋 斗用 

伝道は決して集会を持つとか雑誌を出す 

ことだけではない。まことの伝道は先ず自 

分自身が信じることである。本当に信じる 

ことである。イエス様を神の子として、そ 

してキリスト（救世主）として信じること 

である。この世がどうなろうと、誰が何と 

言おうと、そんなことは少しも気にせず、 

ただ信じるだけのことである。そうして  

「来て見よ」とイエス様を指さすだけであ 

る。 

 私が望むのは、私がイエス様を正しく指 

さすことができ、また人がそれを正しく見 

て正しく信じ、救われることを信じること 

のみである。これだけが私の切なる願いで 

あり、私の最も大事な使命である。そうす 

ることのために聖書を読み、お祈りをし、 

そして集会をする。しかしその他のことの 

ために、すなわち知識のために聖書を読ま 

ず、自己満足や恍惚的神秘境に耽溺するた 

めに祈らず、また人間本位すなわち社交の 

ために集まりはしない。 

 それゆえ私は学者的立場で聖書の研究に 
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打ち込まず、ただそこから「永遠の生命」 

を探究する。また病気を治し祝福をいただ 

くためにだけ祈りをせず、それよりも神の 

御意に従ってまず告白し悔い改め、毎日誘 

惑に陥らないようにと祈り、決してわが意 

のごとくならず、父の御心に従って為すべ 

き事を喜びと感謝で果たすことができるよ 

うに願う。ましてや集会は決して人間を喜 

ばせるために、または人間の意志に従って 

せず、ただ神を賛美し、その方だけを喜び、 

その方だけに栄光を帰すため、それだけを 

願う者たちと共に賛美と祈りと感謝を捧げ 

るために、席を共にするのである。 

 このようにしているうちに、聖書の知識 

を得ることにもなり、祈りの中に聖霊のお 

働き、すなわち奇蹟もあるようになるし、 

集会で愛を学び、その愛を実践することに 

もなるのである。このようにして神の御心 

を成すエクレシアが成立するのである。 

 

（曺亨均訳、『聖書信愛』第 146 号（70・ 

７）校正刷より抄出、表題は武藤、筆者 

は内村に直接師事した韓国無教会の伝道 

者（故人）、近く「信仰文集」刊行の予 

定、校正従事中の深い感銘をお頒ちした 

くて紹介します。） 

 

２．「テコア通信」について 

 

「テコア聖書集会」の正式の発足は、 

1956 年９月 2 日であったが、「テコア会」 

という通称は既にそれ以前から使われ始め 

ていた。「テコア」は言うまでもなく預言 

者アモスの出身地だが、私はその「アモス 

書」の講解を始めて（同年 2 月 5 日）間も 

なくに「馬橋キリストの教会」を出なけれ 

ばならなくなった（ 4 月末日）。しかし、 

その勉強は仮の会場を転々としながら続け 

られ７月８日に終了したのであった。 

 秋の山本先生をお迎えしての開講に向け 

て、10名足らずの同志友人たちへの連絡の 

ための手紙に、私は「テコアの丘から」と 

名付けたのが「通信」のそもそもの始まり 

で、第１号は７月２３日付、第６号から  

「テコア通信」となった。 

 この「通信」は、こういうわけで全く私 

個人の、いわばごく内輪の友人たちに対す 

る私信であったが、次第に「テコア聖書集 

会」の会誌の性格を帯びるようになった、 

と言ってよいだろう。と言って、集会での 

聖書講義を掲載するでも、集会の報告・連 

絡があるでもなく、定期発行ともいかなか 

った。何よりガリ版刷りの手書きで読みに 

くく、いかにも素人くさかった。内容的に 

は、１９８０年代前半あたりが最も充実し 

ていたのではないかと思うが、１４４号  

（８４年１２月）で休刊となつた。 

 その後、テコア会は３０周年を機に私の 

個人的集会から会員全体で集会運営の責任 

を担っていこうとする新しい体制に変わっ 

た。以後「テコア通信」は一層個人的色彩 

が濃くなり、発行もほぼ一年に一回、ただ 

し一応印刷で、８８年３月から９９年６月 

まで10号を出して、事実上終刊となった。 

 別して刊行の意図、目的があったわけで 

もなく、浅学非才の人間の稚拙な文章では 

あったが、折々に感じたこと、考えたこと、 

学んだことを、テコア会で話したことも含 

めて、率直に執筆、発表することができた。 

 その内容は、聖書講話と信仰所感文を別 

にすれば、教会と無教会、日本（人・文化） 

と天皇（制）、戦争と平和（主義）、憲法
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（論）と死刑(廃止論）、人生論など多岐に  

わたるが、いずれも「内面への視座と歴史 

への視座とが切り結ぶ原点（イエスの十字 

架）」(月本昭男『悲哀をこえて』）を追求、  

指向した論稿で、私の信仰告白と言うべき 

ものであったと思っている。 

 なお、そこに記載した「平和」に関する 

論稿７編に、１９８８年から２年にわたっ 

て本人訴訟で提起した「良心的軍事費拒否」 

裁判の記録を合わせて、一書を上梓した（ 

『平和への道すじ―キリスト教平和主義の  

一証言』キリスト教図書出版社、 ’97 年）。 

 

  ３．「無教会」の交わりの中で 

 

「無教会と私」の文中で既に述べたこと 

だが、私は「教会を出て無教会に入る、な 

どとは考えたこともなかった」。ほぼ十年 

余り全く独りでいたが、やがて「多くの無 

教会の友人たちが『一致のしるしとして（ 

私に）右手を差し出して』（ガラテヤ二・ 

９）くれて、私は次第に無教会の共同体の 

中で生きるようになった」。 

 私は個人的には、内村鑑三は自ら「無教 

会」という一派をなすなど考えたこともな 

かったと思うし、だからこそ無教会（主義） 

のキリスト教に生きる時、人は「無教会」 

という群に加わるべきだなどとは決して思 

わない。しかし、無教会の信仰に生きる多 

くの人々が「無教会」という共同体を形成 

しているという歴史的現実は否定し得べく 

もない。私はいまそこに連なつていること 

を甚だ貴重な、有難いことだと思っている。 

そのことが私を謙遜にするし、他方私に日 

本における福音宣教の働きに参画している 

責任を自覚させてくれるからである。 

 以下は、それらの働きへの私の個人的参 

加の報告である。その内容については、テ 

コア会において話したり、「テコア通信」 

に書いたりしたものもあるが、そうでない 

ものもあるので、記録という意味で題目の 

みを記しておく。 

 

(1)「キリスト教夜間（のちに、基礎）講座」  

 「無教会研修所」「聖書語学通信講座」 

 先述した私に右手を差し伸べてくれた友 

人たちの代表は、これらの講座の世話人た 

ちであった。私は彼らの愛に引っ張り出さ 

れて自らそこで学ぶと同時に、そこで教え 

るようになった。 

 「キリスト教夜間講座」は、「無教会に 

も共同で勉強する機会がほしい」という願 

いをもって１９６６年４月に発足した。私 

は聴講生を経て、７１年度に「新約学」と 

いうゼミナールを担当したのを皮切りに、 

同講座が「基礎講座」となり、さらに発展 

的解消を遂げて「無教会研修所」（９２年 

４月開所）となってからも、休んだ年度も 

あるが、ほぼ一貫して講師として関わり、 

結局２００５年度末まで３５年に及んだ。 

担当したのは、「新約聖書概論」「新約聖書 

原典講読」「新約ギリシア語文法」「特別講  

義」（内村に関する講義や地方出張夏期講 

座など）であった。 

 またこれと並行して、７３年度に「聖書 

語学通信講座」が開講されたが、私はこれ 

にもギリシア語担当の講師として参加し、 

添削指導とともに、夏期面接授業でも「文 

法」と「原典講読」を担当した。この講座 

は２００２年３月をもって閉講となった  

が、私は途中から事務局の責任も担い、そ 

の為もあって、実に多様の聴講生（教会・ 



1305 

 

無教会、カトリック・プロテスタントを問 

わず）に出会うことができたことを、特に 

感謝している。 

 

(2) 「内村鑑三記念講演会」 

 内村の逝去の年に始まったこの講演会  

は、何年かの例外を除けば、戦前戦後を通 

じて殆ど休みなく毎年開催されて今日に至 

っている。私は１９９４年３月、東京鴎友 

学園講堂において次の講演を行った。「内 

村鑑三の霊性」（『内村鑑三研究』第31号 

所収） 

 この講演会は戦後地方においても行われ 

るようになった。私は大阪で９１年「英語 

から見た内村鑑三」、２００１年「＜真の宗 

教＞と＜新文明＞」の二講演を行った（い 

ずれも『森の宮通信』第 219,220,221,352,353号

所収）。沖縄では８９年に「内村鑑三におけ 

る平民の思想」と題して講演した（『から 

しだね』第52号所収）。 

 これはいわゆる内村記念ではないが、94 

年10月に「札幌独立キリスト教会」の創立 

記念講演会に招かれ、「この最後の者にも 

―独立的キリスト教」と題して講演した（ 

『独立教報』第 211 号所収）。 

 

(3) 「無教会全国集会」 

 この集会が１９８７年１１月に東京で初 

めて開かれた時、私は賛同者の一人となっ 

た。その責任を感じて、私は出来るだけ毎 

回参加するように努めてきた。年１回大て 

い秋に、ほぼ東京と地方とで交互に開催さ 

れ、個人の自由参加である。私はこれまで 

に、司会などは別として、次の２回発言の 

機会を得た。９６年のシンポジウムのパネ 

ラーとして「全国集会１０年の評価と反省」、 

９９年の聖書講義担当者として「形なきキ 

リスト教のあり方―ヨハネ福音書と無教 

会」（いずれも、同年の『記録』所収）。 

 これは私の個人的な認識だが、２０年に 

なる会の歴史の前半は、無教会の本質とそ 

のあり方の追求が主要な目的であったのに 

対して、後半は次第に「無教会」の信徒交 

流集会の趣を呈しつつあると言えよう。 

 

(4) 「今井館日曜聖書講義」「今井館 

伝道聖書集会」 

 いずれも今井館聖書講堂を会場として行 

われる聖書研究会である。 

 「日曜聖書講義」は、１９９２年５月、 

４人の世話人によって始められ、諸般の事 

情により10年存続して終了した。私は世話 

人代表清永昭次氏（故人）の厚誼によって 

５度出講し、各３回ずつの次の講義を行っ 

た。 

９４年「世界最大の書・聖書」（『聖書は語 

 る』創刊号所収） 

９７年「宗教とは何か」（『同』第２号） 

９９年「アモス書を読む」 

２００１年「ペトロの手紙一を読む」 

０３年「霊と魂と体―聖書の人間観」 

「伝道聖書集会」は、７３年に発足して 

今なお続けられている会員制の集会で、第 

２、第４日曜日の午後に行われる。私は責 

任者である友人岡野行雄氏の親切な招きに 

応じて、次のような話をした。 

７５年「山上の垂訓」（４回） 

８８年「内村鑑三の異教精神」（『からしだ 

 ね』第48号所収） 

９３年「内村鑑三の今日的意味」 

 「イエスのたとえ話に学ぶ」（６回） 

 「無教会論」（シンポジウム発題） 
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２００２年「野村実先生とシュバイツァ 

 ー」 

 

(5) その他 

「無教会史講座」（１９７７年発足、88 

年解散）という講座があった。その中で 

人物を取りあげた研究発表があり、私はテ 

コア会に深い関わりのある次の二人を担当 

した。「長谷川周治」（７８年）、「山本 

泰次郎―十字架の福音の唱道と聖書講義に 

徹した独立文書伝道者」（８５年）である。 

 前者はのちに「長谷川周治－平和に生き 

た前垂れがけの武士」として『無教会キリ 

スト教信仰を生きた人々』（新地書房、84 

年）に収録され、後者は全く新しい書き下 

ろしたとなったが、のちに『無教会史・Ⅱ、 

同Ⅲ』に「独立伝道者８ 山本泰次郎」と 

して掲載された。因にこの『無教会史』 

（Ⅰ～Ⅳ、新教出版社、91～02年）は現時 

点における最も包括的な「無教会」の歴史 

書だろう。 

 近年のことになるが、２００２年と０５ 

年に台湾と韓国を訪問する機会を得た。台 

湾では、「台日キリスト者の会」訪台交流 

会でのシンポジウム「台湾に生きるキリス 

ト者、日本に生きるキリスト者」において、 

主題に添った発題をした（同会『会報』第 

⒓号所載）。韓国では「韓国無教会夏期集 

会」において、「無教会の信仰とキリスト 

教平和主義－一日本人無教会信徒の歩み」 

（『清瀬通信』第301号所載）と題して講演 し 

た。いずれも、テコア会と共に歩んだ私の 

５０年にわたる信仰遍歴を振り返る良い折 

となった、と思っている。 

 序でながら、私は東京YMCA英語学校  

で３０年余り聖書クラスを担当する機会を 

与えられたが、その一つ「英語聖書セミナ 

ー」は私の退職（１９９６年３月）後も聴 

講者の自主的運営によって継続され、現在 

も月一回集まって聖書を読んでいる。 

 最後に、次の二群の共編者も記録に留め 

ておきたい。内村鑑三『続一日一生』（教 

文館、64年）、教文館版『内村鑑三全集・ 

総索引巻』（同、66年）、『内村鑑三英文著 

作全集』全７巻（同、73年）、山本泰次郎 

『山本泰次郎聖書講義双書』全１７巻（キ 

リスト教図書出版社、83年）。 

           （07・ 2 ・25記） 

 

( 所載 )  

『テコア聖書集会 ５０周年記念文集』 

( テコア聖書集会． 2007年 7 月 )  


